
　
　
一
　〈
無
頼
派
〉〈
新
戯
作
派
〉
と
い
う
呼
称

　
坂
口
安
吾
は
、太
宰
治
、織
田
作
之
助
、石
川
淳
な
ど
と
と
も
に
、

〈
無
頼
派
〉
も
し
く
は
〈
新
戯
作
派
〉
の
作
家
と
し
て
日
本
文
学

史
に
登
録
さ
れ
て
き
た
。
安
吾
の
代
表
作
と
し
て
文
学
史
で
記
述

さ
れ
る
の
は
、「
堕
落
論
」（『
新
潮
』
一
九
四
六
年
四
月
）、「
白
痴
」

（『
新
潮
』
一
九
四
六
年
六
月
）
な
ど
で
あ
る
（
注
一
）。

　
た
と
え
ば
、
大
久
保
典
夫
（
注
二
）
は
、〈
新
戯
作
派
〉、〈
無
頼
派
〉

の
作
家
と
し
て
坂
口
安
吾
、
太
宰
治
、
織
田
作
之
助
、
石
川
淳
、

田
中
英
光
な
ど
を
あ
げ
た
上
で
、「
戦
後
の
荒
廃
を
肯
定
」し
た「
堕

落
論
」は「
多
大
の
反
響
」を
呼
ん
だ
と
い
う
。
山
田
博
光（
注
三
）は
、

敗
戦
後
に
「
中
堅
作
家
」
が
活
動
を
再
開
し
、「
こ
れ
ら
の
作
家

た
ち
の
な
か
で
も
と
り
わ
け
戦
後
の
文
壇
で
め
ざ
ま
し
い
活
躍
を

見
せ
た
」
の
は
、〈
無
頼
派
〉
も
し
く
は
〈
新
戯
作
派
〉
と
呼
ば

れ
た
坂
口
安
吾
、
太
宰
治
、
石
川
淳
、
織
田
作
之
助
な
ど
で
あ
っ

た
と
い
う
。
そ
し
て
、坂
口
安
吾
「
堕
落
論
」
の
「『
堕
落
』
と
は
、

豊
か
な
人
間
性
を
回
復
す
る
こ
と
と
同
義
で
あ
る
」
と
記
す
。
矢

島
道
弘
（
注
四
）
は
、「
織
田
作
之
助
、
太
宰
治
、
田
中
英
光
、
坂
口

安
吾
、
石
川
淳
ら
で
、
彼
ら
を
称
し
て
無
頼
派
な
い
し
は
新
戯
作

派
と
い
わ
れ
て
い
る
」
が
、「
共
通
の
エ
コ
ー
ル
」
を
持
っ
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
と
概
括
し
た
上
で
、「
堕
落
論
」
は
「
人
間
不

変
の
原
則
で
あ
り
、
社
会
や
世
相
は
変
わ
る
が
人
間
は
変
わ
ら
な

い
と
い
う〈
個
〉の
文
学
へ
の
強
い
主
張
が
あ
っ
た
」と
指
摘
す
る
。

こ
れ
ら
の
文
学
史
的
な
記
述
で
は
、
坂
口
安
吾
「
堕
落
論
」
は
安

吾
の
代
表
作
の
一
つ
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、〈
新
戯
作
派
〉、〈
無

頼
派
〉の
代
表
作
の
一
つ
と
し
て
も
紹
介
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　〈
新
戯
作
派
〉
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
こ
と
と
し
て
、ま
ず
〈
無

頼
派
〉
が
い
つ
文
学
史
に
定
着
し
た
の
か
を
み
て
み
よ
う
。
た
と

坂
口
安
吾
「
堕
落
論
」
の
反
響 

―
文
学
史
の
ゆ
く
え
―

原
　
　
　
卓
　
史
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称
が
構
築
さ
れ
る
前
の
「
堕
落
論
」
は
、ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
、

ど
の
よ
う
な
括
り
で
捉
え
ら
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
本
稿
で
は
、「
堕
落
論
」
が
同
時
代
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
な
か
で

ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
た
の
か
を
考
察
す
る（
注
七
）。〈
新
戯
作
派
〉、

〈
エ
ロ
文
学
〉、〈
情
痴
文
学
〉、〈
肉
体
文
学
〉、〈
実
存
主
義
〉
な
ど
、

様
々
な
文
学
史
的
呼
称
が
与
え
ら
れ
て
き
た
こ
と
を
浮
き
彫
り
に

し
て
い
き
た
い
。

　
　
二
　
一
九
四
六
年
の
「
堕
落
論
」
受
容

　「
堕
落
論
」
は
発
表
さ
れ
た
直
後
か
ら
注
目
を
浴
び
た
。「
堕
落

論
」
が
掲
載
さ
れ
た
『
新
潮
』（
前
掲
）
の
「
編
輯
後
記
」
に
は
、

青
野
季
吉
「
文
学
的
人
生
論
」、
坂
口
安
吾
「
堕
落
論
」、
三
好
達

治
「
な
つ
か
し
い
日
本
（
三
）」
が
取
り
上
げ
ら
れ
、「
三
氏
の
所

説
を
再
読
三
読
し
て
頂
き
た
い
。
敗
戦
以
来
、
誰
が
こ
の
や
う
に

率
直
に
胸
中
を
披
瀝
さ
れ
た
で
あ
ら
う
か
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
二
ヶ
月
後
の
六
月
、
同
誌
に
坂
口
安
吾
「
白
痴
」
が
発
表
さ

れ
る
が
、
そ
の
「
編
輯
後
記
」
に
は
、「
四
月
号
の
坂
口
氏
の
「
堕

落
論
」
は
終
戦
以
来
第
一
等
の
文
章
と
し
て
好
評
嘖
々
た
る
も
の

が
あ
つ
た
が
、
引
き
つ
づ
い
て
氏
は
力
作
『
白
痴
』
を
寄
せ
ら
れ

た
。
こ
の
逞
ま
し
い
小
説
も
必
ず
や
文
壇
に
大
き
な
反
響
を
呼
び

起
す
こ
と
で
あ
ら
う
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
と
ほ
ぼ
時
期
を

同
じ
く
し
て
、「
堕
落
論
」
は
反
響
を
呼
び
起
こ
す
こ
と
に
な
る
。

え
ば
、
五
十
嵐
康
夫
（
注
五
）
は
、
太
宰
治
、
坂
口
安
吾
、
織
田
作

之
助
ら
に
つ
け
ら
れ
た
「
文
壇
用
語
」
で
あ
る
と
し
た
。
そ
し
て
、

〈
無
頼
派
〉
が
「
文
壇
用
語
と
し
て
定
着
」
し
た
の
は
、
奥
野
健

男
が
「『
無
頼
派
』
の
再
評
価—

太
宰
・
坂
口
・
織
田
・
田
中
ら

を
め
ぐ
っ
て
」（『
日
本
読
書
新
聞
』
一
九
五
五
年
一
一
月
二
一
日
）

を
「
発
表
」
し
た
後
の
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。
さ
ら
に
、
奥
野
健

男
『
太
宰
治
論
』（
近
代
生
活
社
　
一
九
五
六
年
二
月
）
所
収
「
無

頼
派
の
文
学
」
の
項
に
よ
っ
て
、
無
頼
派
が
「
定
着
し
始
め
た
」

の
だ
と
指
摘
す
る
。
つ
ま
り
、
五
十
嵐
は
、
一
九
五
五
年
に
奥
野

健
男
が
〈
無
頼
派
〉
と
名
付
け
、
後
に
定
着
し
て
い
っ
た
の
だ
と

い
う
。

　
歴
史
構
築
主
義
的
な
観
点
か
ら
、〈
無
頼
派
〉
と
い
っ
た
呼
称

が
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
た
の
か
を
論
じ
た
松
本
和
也
（
注
六
）
は
、

織
田
作
之
助
、
坂
口
安
吾
、
太
宰
治
、
石
川
淳
の
「
四
作
家
を
結

び
つ
け
る
語
り
方
」が
、一
九
四
六
年
に「
形
成
」さ
れ
た
と
い
う
。

そ
し
て
、
一
九
四
八
年
に
「
太
宰
治
の
死
を
め
ぐ
る
メ
デ
ィ
ア
言

表
に
よ
っ
て
再
編
成
」
さ
れ
、
一
九
五
五
年
に
奥
野
健
男
が
〈
無

頼
派
〉
と
「
四
作
家
」
と
を
接
続
さ
せ
た
と
指
摘
す
る
。
松
本
の

指
摘
す
る
年
代
は
五
十
嵐
と
は
少
し
ず
れ
る
も
の
の
、
一
九
五
六

年
、
奥
野
健
男
が
太
宰
治
、
坂
口
安
吾
、
織
田
作
之
助
、
石
川
淳

ら
を〈
無
頼
派
〉と
呼
ん
だ
と
す
る
。〈
無
頼
派
〉と
い
う
呼
称
は
、

事
後
的
に
構
築
さ
れ
、
坂
口
安
吾
「
堕
落
論
」
に
接
続
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
だ
と
す
れ
ば
、〈
無
頼
派
〉
と
い
う
呼
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坂口安吾「堕落論」の反響 ―文学史のゆくえ―

套
と
青
空
」
は
「
単
に
堕
ち
た
ま
ま
に
な
つ
て
ゐ
る
」
だ
け
で
、

「『
救
は
れ
』
た
新
し
い
人
間
が
そ
こ
か
ら
出
て
来
る
可
能
性
は
な

い
」
と
指
摘
す
る
。
民
主
主
義
文
学
陣
営
の
小
田
切
秀
雄
に
と
っ

て
、
安
吾
の
い
う
「
堕
落
」
は
進
歩
主
義
的
な
も
の
で
は
な
い
と

し
て
批
判
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
思
想
で
あ
っ
た
（
注
一
〇
）。

　
民
主
主
義
文
学
陣
営
か
ら
の
批
判
は
小
田
切
か
ら
だ
け
で
は
な

い
。
岩
上
順
一
は
、「
学
芸—

文
学
の
堕
落
」（『
朝
日
新
聞
』
朝

刊
　
一
九
四
六
年
九
月
三
〇
日
）
で
、「
堕
落
論
」「
外
套
と
青
空
」

な
ど
を
引
き
合
い
に
出
し
て
安
吾
を
批
判
し
、「『
エ
ロ
作
家
』
と

い
ふ
レ
ツ
テ
ル
以
外
の
個
性
が
あ
る
の
だ
ら
う
か
」
と
述
べ
て
い

る
。
岩
上
は
「
文
学
時
評—

頽
廃
の
触
手
」（『
文
学
』
一
九
四
六

年
一
一
月
）
で
も
、「
坂
口
安
吾
は
堕
落
し
き
る
こ
と
に
よ
つ
て

救
は
れ
よ
と
い
ふ
の
だ
」
と
、「
堕
落
論
」
を
念
頭
に
お
い
た
批

評
を
し
て
い
る
。
そ
し
て
、「
外
套
と
青
空
」
が
、
永
井
荷
風
、

舟
橋
聖
一
、
北
原
武
夫
、
織
田
作
之
助
な
ど
と
「
観
念
的
な
快
楽

の
な
か
に
自
慰
」
す
る
点
で
共
通
し
て
い
る
の
が
彼
ら
の
文
学
で

あ
る
と
い
う
。
そ
れ
は
「
人
間
否
定
の
文
学
で
あ
り
、
人
間
的
堕

落
に
た
い
す
る
抗
議
と
そ
の
克
服
の
た
め
の
文
学
で
は
な
く
、
人

間
を
頽
廃
と
無
気
力
と
無
思
想
と
に
導
く
文
学
で
あ
る
」
と
批
判

し
た
。

　
こ
こ
ま
で
の
同
時
代
評
で
注
目
し
た
い
こ
と
が
二
つ
あ
る
。
一

つ
は
、
一
九
四
六
年
時
点
で
、
安
吾
が
〈
エ
ロ
作
家
〉
と
括
ら
れ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
（
一
九
四
七
年
以
降
に
安
吾
文
学
が
〈
エ
ロ

　「
堕
落
論
」
に
つ
い
て
の
最
も
早
い
反
応
の
ひ
と
つ
は
、
荒
正

人
の
批
評
で
あ
っ
た
（
注
八
）。
周
知
の
よ
う
に
、
近
代
文
学
派
の
人

た
ち
は
、
坂
口
安
吾
作
品
を
好
意
的
に
受
け
止
め
て
い
た
。
荒
正

人
の
批
評
も
ま
た
、
そ
の
前
提
に
立
っ
て
い
る
。
荒
正
人
「
発
足

点
で
（
文
芸
時
評
）」（『
潮
流
』
一
九
四
六
年
六
月
）
は
、「
堕
落

と
い
ふ
エ
ゴ
イ
ズ
ム
の
極
地
か
ら
、
人
間
へ
の
道
、
ヒ
ュ
ー
マ
ニ

ズ
ム
が
ひ
ら
け
る
と
い
ふ
の
だ
。
起
死
回
生
の
法
で
あ
る
」
と
指

摘
し
て
い
る
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
こ
の
時
点
で
、
堕
落
が

品
行
の
悪
さ
や
不
健
全
な
こ
と
と
い
っ
た
意
味
で
は
な
く
、
人
間

性
の
回
復
と
い
っ
た
意
味
で
捉
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。「
堕

落
論
」
読
解
の
定
説
の
基
礎
を
作
っ
た
と
い
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

　
し
か
し
、「
堕
落
論
」
に
対
す
る
同
時
代
の
評
価
は
、
必
ず
し

も
好
意
的
な
も
の
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、
批
判
的
な

言
説
の
方
が
目
立
つ
（
注
九
）。
た
と
え
ば
、
小
田
切
秀
雄
「
文
学
と

エ
ロ
テ
ィ
シ
ズ
ム—

昨
今
の
そ
の
流
行
に
つ
い
て
」（『
新
小
説
』

一
九
四
六
年
八
月
）
は
、
エ
ロ
テ
ィ
シ
ズ
ム
に
の
め
り
込
む
こ
と

と
人
間
の
「
ふ
や
け
た
堕
落
」
を
批
判
し
、
こ
れ
く
ら
い
「
安
易

な
非
人
間
的
」
な
も
の
は
な
い
と
い
う
。
そ
し
て
、「
何
か
と
の

た
た
か
ひ
と
し
て
の
堕
落
な
ら
、
そ
れ
は
も
は
や
堕
落
と
い
ふ
よ

り
も
た
た
か
ひ
の
一
種
」
と
い
っ
た
方
が
「
問
題
が
は
つ
き
り
す

る
」
と
説
く
。
小
田
切
は
「『
再
興
文
壇
』
批
判
」（『
夕
刊
新
大

阪
』
一
九
四
六
年
一
〇
月
七
日
）
で
も
、「
堕
落
論
」
を
書
い
た

安
吾
が
「
堕
ち
切
る
こ
と
で
救
は
れ
よ
う
と
主
張
す
る
」
が
、「
外
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嘆
き
で
は
な
く
て
、
そ
れ
の
で
き
な
い
人
間
の
嘆
き
で
は
な
か
ら

う
か
」
と
指
摘
し
た
。「
堕
落
論
」「
外
套
と
青
空
」「
女
体
」
の

作
品
分
析
を
通
し
て
安
吾
を
把
握
し
よ
う
と
し
た
の
は
、
平
田
次

三
郎
で
あ
る
。
平
田
次
三
郎
「
小
説
作
法—

創
作
月
評
」（『
文
明
』

一
九
四
六
年
一
二
月
）
に
よ
れ
ば
、
安
吾
文
学
は
「
生
そ
の
も
の

の
解
体
は
そ
つ
ち
の
け
で
、
肉
体
に
耽
溺
す
る
脆
弱
な
男
性
の
本

能
的
欲
望
の
姿
態
だ
け
が
問
題
で
あ
り
、
且
そ
こ
に
と
ど
ま
つ
た

切
り
で
前
進
し
な
い
の
だ
」
と
い
う
。
そ
し
て
、「
こ
れ
で
は
彼

が
誇
号
す
る
堕
落
論
は
、
夜
の
女
の
怪
し
げ
な
肉
体
の
魅
惑
を
讃

美
す
る
だ
け
で
、
一
向
生
そ
の
も
の
の
解
体
と
し
て
の
デ
カ
ダ
ン

ス
を
解
明
し
え
な
い
」
と
批
判
す
る
（
注
一
二
）。

　
以
上
、
一
九
四
六
年
当
時
の
「
堕
落
論
」
に
関
す
る
批
評
の
毀

誉
褒
貶
を
検
討
し
て
き
た
。ま
ず
、人
間
性
の
回
復
と
し
て〈
堕
落
〉

を
捉
え
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、「
堕
落
論
」
の
批
評
が
始
ま
っ

た
こ
と
を
確
認
し
た
。
一
方
で
、
批
判
的
な
言
説
も
目
立
つ
。
民

主
主
義
文
学
陣
営
の
人
々
は
「
堕
落
論
」
が
進
歩
主
義
的
で
は
な

い
と
し
て
批
判
を
展
開
し
た
。
そ
し
て
、
永
井
荷
風
、
舟
橋
聖
一
、

北
原
武
夫
、
織
田
作
之
助
な
ど
と
と
も
に
、〈
エ
ロ
作
家
〉
と
し

て
安
吾
が
文
学
史
的
呼
称
で
括
ら
れ
る
こ
と
や
安
吾
の
他
作
品
と

の
関
係
で
「
堕
落
論
」
に
つ
い
て
批
評
が
加
え
ら
れ
て
い
た
こ
と

に
つ
い
て
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
一
方
、
非
民
主
主
義
文

学
陣
営
の
論
客
た
ち
は
、男
女
の
性
愛
を
描
い
た
〈
デ
カ
ダ
ン
ス
〉

の
文
学
と
し
て
、安
吾
文
学
を
批
判
的
に
捉
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

作
家
〉
と
意
味
づ
け
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
つ
い
て
は
、
第
四
節
で

検
討
す
る
）。
そ
し
て
、
そ
れ
に
該
当
す
る
作
家
た
ち
と
し
て
、

安
吾
と
と
も
に
永
井
荷
風
、
舟
橋
聖
一
、
北
原
武
夫
、
織
田
作
之

助
な
ど
の
名
前
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
本
稿
冒
頭
で

示
し
た
〈
無
頼
派
〉〈
新
戯
作
派
〉
の
作
家
と
し
て
挙
が
る
名
前

と
重
な
り
つ
つ
、
ず
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
も
う
一
つ

は
、「
堕
落
論
」
そ
の
も
の
に
対
す
る
批
判
と
と
も
に
、「
外
套
と

青
空
」
な
ど
同
時
期
に
発
表
さ
れ
た
安
吾
の
諸
作
品
を
も
含
め
た

批
判
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
安
吾
文
学
を
〈
エ
ロ
作
家
〉
と
し
て
捉
え
る
こ
と
や
、「
堕
落
論
」

そ
の
他
の
安
吾
作
品
に
対
す
る
批
判
の
声
は
、
民
主
主
義
文
学
陣

営
以
外
か
ら
も
あ
が
っ
た
。
上
林
暁
「
野
暮
の
文
学
」（『
新
潮
』

一
九
四
六
年
一
一
月
）
は
、
い
さ
さ
か
オ
ブ
ラ
ー
ト
に
包
ん
だ
表

現
を
選
び
、「
堕
落
論
」「
白
痴
」「
外
套
と
青
空
」
を
取
り
上
げ
、

こ
う
し
た
「
露
骨
な
る
男
女
関
係
を
扱
つ
た
作
品
」
が
好
ま
れ
る

の
は
「
現
代
の
不
幸
」
で
あ
る
と
、批
判
的
に
捉
え
た
。「
堕
落
論
」

自
体
は
「
露
骨
な
る
男
女
関
係
」
を
扱
っ
た
作
品
で
は
な
い
。
し

か
し
、
他
の
安
吾
作
品
に
は
そ
の
よ
う
な
記
述
が
み
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、「
堕
落
論
」
も
含
ま
れ
る
形
で
論
じ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　〈
デ
カ
ダ
ン
ス
〉の
文
脈
か
ら
安
吾
作
品
の
把
握
も
見
ら
れ
た
（
注

一
一
）。
た
と
え
ば
、十
返
肇
「
人
間
の
誠
実—

創
作
月
評
」（『
文
明
』

一
九
四
六
年
九
月
）
は
、「
人
間
が
堕
落
と
い
ふ
ほ
ど
に
は
堕
落

で
き
な
い
の
を
か
ん
ず
る
。
デ
カ
ダ
ニ
ズ
ム
は
堕
落
し
た
人
間
の
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ら
の
こ
と
で
あ
る
。
で
は
、
ど
の
よ
う
な
動
き
を
見
て
取
る
こ
と

が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
次
節
で
は
、〈
新
戯
作
派
〉
が
誕
生
す

る
様
相
を
検
討
し
た
い
。

　
　
　
三
　〈
新
戯
作
派
〉
の
誕
生

　〈
無
頼
派
〉
と
い
う
呼
称
が
歴
史
的
に
構
築
さ
れ
る
以
前
に
、

文
学
史
的
に
よ
く
使
わ
れ
て
い
た
言
葉
が
〈
新
戯
作
派
〉
で
あ
っ

た
。
前
節
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
一
九
四
六
年
の
時
点
で
、〈
新

戯
作
派
〉
と
い
う
呼
称
は
ま
だ
使
わ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
呼
称
が

使
わ
れ
出
す
の
は
、
一
九
四
七
年
に
入
っ
て
か
ら
の
事
で
あ
る
。

で
は
、〈
新
戯
作
派
〉
と
い
う
呼
称
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る

た
め
に
、
メ
デ
ィ
ア
の
な
か
で
ど
の
よ
う
な
言
説
編
成
が
お
こ
な

わ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
ま
ず
注
目
し
た
い
の
は
、『
東
京
新
聞
』
編
集
部
か
ら
、「
石
川

淳
、
坂
口
安
吾
、
太
宰
治
、
織
田
作
之
助
ら
の
文
学
傾
向
を
概
観

せ
よ
」
と
い
う
課
題
を
与
え
ら
れ
た
平
野
謙
の
発
言
で
あ
る
。
平

野
謙
「
メ
チ
エ
の
種
々
相—

現
実
と
文
学
（
２
）」（『
東
京
新
聞
』

一
九
四
七
年
二
月
四
日
）
は
、「
彼
ら
の
文
学
は
反
私
小
説
的
傾

向
と
し
て
一
括
」
さ
れ
、「
正
統
リ
ア
リ
ズ
ム
か
ら
の
デ
フ
オ
ル

マ
シ
オ
ン
」が
、彼
ら
の
共
通
項
だ
と
す
る
。
一
方
で
、平
野
は「
ぼ

く
は
宮
本
百
合
子
と
坂
口
安
吾
と
を
一
括
し
、
中
野
重
治
と
石
川

淳
と
を
括
り
た
い
誘
惑
」
に
も
か
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
明
か
す
。

　
作
家
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
分
け
に
つ
い
て
は
、
坂
口
安
吾
を
太
宰

治
、
織
田
作
之
助
、
石
川
淳
な
ど
と
と
も
に
語
る
動
き
が
始
ま
っ

て
い
た
。
た
と
え
ば
、荒
正
人
「
文
芸
時
評—

記
憶
に
あ
る
も
の
」

（『
早
稲
田
大
学
新
聞
』
一
九
四
六
年
一
一
月
一
一
日
）
は
、「
石

川
淳
、
坂
口
安
吾
な
ど
の
活
躍
は
や
は
り
記
憶
さ
れ
て
い
い
」
と

記
し
、
安
吾
に
つ
い
て
は
、「
白
痴
」「
外
套
と
青
空
」「
堕
落
論
」

「
デ
カ
ダ
ン
文
学
論
」
は
「
特
記
さ
れ
て
い
い
と
思
ふ
」
と
い
う
。

ま
た
、
大
山
定
一
「
織
田
作
之
助
論
（
下
）」（『
夕
刊
新
大
阪
』

一
九
四
六
年
一
一
月
一
五
日
）
は
、
織
田
作
之
助
、
太
宰
治
、
坂

口
安
吾
は
、「
何
か
あ
た
ら
し
い
思
想
性
を
つ
か
ま
う
と
す
る
精

神
の
傾
斜
が
あ
る
や
う
だ
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
古
谷
綱
武
「
敗

戦
後
の
文
学
」（『
新
文
学
』
一
九
四
六
年
一
二
月
）
も
、石
川
淳
、

坂
口
安
吾
、
太
宰
治
の
名
を
上
げ
、「
わ
づ
か
に
私
の
こ
こ
ろ
を

み
た
し
て
く
れ
た
新
作
家
」
と
す
る
の
で
あ
る
。

　
な
か
で
も
、一
九
四
六
年
一
一
月
二
二
日
、坂
口
安
吾
、太
宰
治
、

織
田
作
之
助
、
平
野
謙
に
よ
る
「〈
座
談
会
〉
現
代
小
説
を
語
る
」

（『
文
学
季
刊
』
一
九
四
七
年
四
月
）
と
、
同
二
五
日
、
坂
口
安
吾
、

太
宰
治
、
織
田
作
之
助
に
よ
る
「〈
鼎
談
〉
歓
楽
極
ま
り
て
哀
情

多
し
」（『
読
物
春
秋
』
一
九
四
九
年
一
月
）
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
、

彼
ら
の
名
前
を
ひ
と
つ
の
文
学
史
的
呼
称
で
括
る
機
運
を
も
た
ら

し
た
と
い
っ
て
い
い
だ
ろ
う
（
注
一
三
）。
と
は
い
え
、
一
九
四
六
年

時
点
で
は
、
ま
だ
確
定
的
な
文
学
史
的
な
呼
称
は
与
え
ら
れ
て
い

な
い
。
そ
の
動
き
が
活
発
化
す
る
の
は
一
九
四
七
年
に
入
っ
て
か
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な
定
着
を
図
ろ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
こ
れ
が
〈
新
戯

作
派
〉
誕
生
の
経
緯
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
こ
う
し
た
林
の
批
評
に
い
ち
は
や
く
反
応
し
た
の
は
、
平
野
謙

で
あ
っ
た
。
平
野
謙
「
人
性
の
俳
優
」（『
読
売
新
聞
』
一
九
四
七

年
六
月
三
〇
日
）
は
、「
最
近
林
房
雄
に
よ
つ
て
、
織
田
作
之
助
、

坂
口
安
吾
、
太
宰
治
、
石
川
淳
ら
は
新
戯
作
派
と
呼
ば
れ
て
い
る

そ
う
だ
が
、
や
は
り
新
戯
作
派
な
ど
と
は
文
壇
的
レ
ッ
テ
ル
に
す

ぎ
ま
い
」
と
し
た
。
平
野
は
〈
新
戯
作
派
〉
と
い
う
呼
称
が
「
レ
ッ

テ
ル
」
で
あ
る
こ
と
を
認
め
つ
つ
、
結
果
的
に
こ
の
呼
称
を
広
め

る
役
割
を
担
っ
た
の
で
あ
る
。
平
野
謙
の
盟
友
・
荒
正
人
「
戦
後
」

（『
近
代
文
学
』
一
九
四
八
年
二
月
）
も
、「
織
田
作
之
助
か
ら
、

坂
口
安
吾
、
太
宰
治
、
石
川
淳
、
高
見
順
、
伊
藤
整
な
ど
」、「
か

れ
ら
『
新
戯
作
派
』
の
文
学
の
基
調
は
い
づ
れ
も
ペ
シ
ミ
ズ
ム
で

あ
り
、
部
分
的
に
は
エ
ゴ
イ
ズ
ム
や
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
に
傾
斜
」
し
て

い
る
と
い
う
。
そ
し
て
、「
ど
の
ひ
と
つ
を
と
つ
て
み
て
も
暗
い
」

の
で
あ
り
、「
い
づ
れ
も
が
戦
後
現
実
」
を
映
し
出
し
て
い
る
と

す
る
（
注
一
六
）。

　
安
吾
た
ち
四
名
の
作
家
を
結
び
付
け
て
論
じ
る
傾
向
や
、
文
学

の
〈
戯
作
性
〉
を
め
ぐ
る
議
論
が
、〈
新
戯
作
派
〉
と
「
堕
落
論
」

と
を
結
び
つ
け
て
い
く
。
平
野
や
荒
と
同
じ
く
『
近
代
文
学
』
の

同
人
で
あ
っ
た
平
田
次
三
郎
は
、「
文
芸
時
評—

無
風
状
態
に
つ

い
て
」（『
進
路
』
一
九
四
七
年
一
一
月
）
の
中
で
、
坂
口
安
吾
、

石
川
淳
、
太
宰
治
、
織
田
作
之
助
に
言
及
し
つ
つ
、
次
の
よ
う
に

こ
こ
か
ら
窺
え
る
の
は
、
安
吾
た
ち
四
名
の
作
家
を
文
学
史
的
な

共
通
項
で
括
ろ
う
と
す
る
新
聞
社
側
の
欲
望
と
、
そ
れ
に
答
え
つ

つ
も
必
ず
し
も
そ
う
し
た
枠
組
み
で
は
捉
え
き
れ
な
い
こ
と
を
指

摘
す
る
平
野
謙
と
の
応
酬
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
時
点
で
は
、〈
新

戯
作
派
〉
と
い
う
呼
称
が
使
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
も
注
目
し
て

お
こ
う
。

　
こ
の
後
、〈
新
戯
作
派
〉
と
い
う
呼
称
が
作
り
だ
さ
れ
た
こ
と

に
よ
っ
て
、
四
名
の
作
家
が
一
括
り
で
論
述
さ
れ
る
機
会
が
増
え

る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
浅
子
逸
男（
注
一
四
）に
よ
れ
ば
、最
初
に〈
新

戯
作
派
〉
と
い
う
呼
称
を
用
い
た
の
は
林
房
雄
だ
と
い
う
。
林
は

「
小
説
時
評
　
小
説
の
目
的
」（『
小
説
と
読
物
』
一
九
四
七
年
六

月
）
で
、
坂
口
安
吾
の
文
学
は
「
人
間
を
楽
し
ま
せ
る
こ
と
で
あ

る
」
と
そ
の
特
徴
を
記
し
、
織
田
作
之
助
、
坂
口
安
吾
、
太
宰
治
、

石
川
淳
た
ち
に
対
し
て
〈
新
戯
作
派
〉
の
呼
称
を
用
い
た
。
そ
し

て
、「
小
説
の
目
的
は
す
べ
て
の
芸
術
と
等
し
く
人
を
楽
し
ま
せ

る
こ
と
だ
。
小
説
の
精
神
は
永
遠
に
新
し
い
戯
作
精
神
で
な
け
れ

ば
な
ら
ぬ
」
と
述
べ
て
い
る
。
あ
る
座
談
会
（
注
一
五
）
の
中
で
、「
日

本
の
近
代
文
学
」
と
い
う
の
は
「
戯
作
性
」
が
な
く
な
り
「
人
を

面
白
が
ら
せ
る
」
と
い
う
こ
と
が
な
く
な
っ
た
と
い
う
安
吾
の
発

言
を
踏
ま
え
て
、
林
は
〈
新
戯
作
派
〉
と
い
う
言
葉
を
創
出
し
た

の
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
四
名
の
作
家
と
〈
新
戯
作
派
〉
と
が
結
び

付
け
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
時
期
に
、
林

が
集
中
的
に
〈
新
戯
作
派
〉
と
い
う
呼
称
を
使
用
し
、
文
学
史
的
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る
。
た
と
え
ば
、清
水
崑
「
同
人
巡
礼—

坂
口
安
吾
」（『
文
学
界
』

一
九
四
七
年
一
〇
月
）
は
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
　�

同
氏
（
筆
者
注
、坂
口
安
吾
）
の
他
、「
辰
野
博
士
、林
、田
村
、

寒
川
、
船
山
の
諸
氏
に
よ
る
或
る
座
談
会
（
注
一
七
）
で
、「
新

戯
作
派
」
と
題
す
る
新
雑
誌
を
某
書
店
が
創
刊
し
た
い
と
申

出
て
、
そ
の
題
名
が
問
題
に
な
つ
た
時
、「
そ
ん
な
言
葉
は

評
論
上
の
比
喩
と
し
て
用
ひ
る
の
な
ら
構
ふ
ま
い
が
、
雑
誌

の
名
前
に
す
る
の
は
を
か
し
い
。
な
に
も
我
々
は
そ
ん
な
こ

と
を
標
ぼ
う
し
て
小
説
を
書
い
て
る
わ
け
ぢ
や
な
い
か
ら
」

と
言
つ
た
の
が
同
氏
。

　
安
吾
に
よ
れ
ば
、〈
新
戯
作
派
〉と
は「
評
論
上
の
比
喩
」で
あ
っ

て
、
こ
の
呼
称
を
「
標
ぼ
う
」
し
て
小
説
を
書
い
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
と
い
う
。
文
学
史
上
の
エ
コ
ー
ル
に
す
ぎ
な
い
と
の
認
識

が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
結
局
、
こ
の
計
画
は
頓
挫
し
た
た

め
に
、
雑
誌
『
新
戯
作
派
』
が
世
の
中
に
送
り
出
さ
れ
る
こ
と
は

な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
企
画
が
立
ち
上
が
っ
た
こ
と
を
取
っ
て
み

て
も
、〈
新
戯
作
派
〉
の
動
向
が
注
目
さ
れ
て
い
た
こ
と
の
証
左

と
な
る
だ
ろ
う
。

　
こ
こ
ま
で
〈
新
戯
作
派
〉
と
い
う
エ
コ
ー
ル
の
形
成
、
坂
口
安

吾
と
「
堕
落
論
」
と
〈
新
戯
作
派
〉
と
が
三
点
セ
ッ
ト
で
結
び
つ

け
ら
れ
て
い
く
様
相
、
そ
し
て
こ
の
エ
コ
ー
ル
が
形
成
さ
れ
た
こ

述
べ
て
い
る
。

　
　�『
堕
落
論
』
を
ひ
つ
さ
げ
、そ
の
文
学
的
試
論
と
し
て
の
『
白

痴
』
そ
の
た
の
小
説
を
や
つ
ぎ
早
や
に
書
い
て
ゐ
た
坂
口
安

吾
に
し
て
か
ら
が
、『
散
る
日
本
』（
群
像
八
月
号
）
で
は
そ

の
疲
労
感
を
あ
ら
は
し
て
ゐ
る
の
だ
。
自
己
の
疲
労
、
精
気

の
い
な
え
を
な
ん
と
か
し
て
回
復
し
た
い
と
も
が
い
て
ゐ
る

坂
口
安
吾
が
裸
身
で
あ
ば
れ
て
ゐ
る
の
だ
。（
中
略
）
そ
れ

こ
そ
新
戯
作
者
然
と
し
た
小
説
で
幕
間
を
つ
な
い
で
ゐ
る
の

だ
か
ら
、
疲
労
の
度
合
も
お
し
は
か
れ
る
。

　
一
九
四
八
年
後
半
に
な
る
と
、
安
吾
文
学
の
流
行
に
陰
り
が
目

立
っ
て
く
る
。
平
田
が
安
吾
に
感
じ
取
っ
て
い
る
「
疲
労
」
は
、

そ
の
こ
と
に
先
ん
じ
て
い
る
。
た
だ
、
こ
こ
で
よ
り
注
目
し
た
い

の
は
、「
堕
落
論
」
と
〈
新
戯
作
派
〉
と
が
セ
ッ
ト
で
論
じ
ら
れ

る
こ
と
で
あ
る
。「
堕
落
論
」
の
ど
こ
に
〈
新
戯
作
派
〉
ら
し
さ

が
あ
る
か
を
平
田
は
詳
ら
か
に
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
安
吾
と

「
堕
落
論
」
と
〈
新
戯
作
派
〉
が
、
三
点
セ
ッ
ト
で
論
じ
ら
れ
る

フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
が
作
ら
れ
た
こ
と
が
重
要
で
あ
ろ
う
。な
ぜ
な
ら
、

後
の
批
評
に
影
響
を
与
え
て
い
く
こ
と
に
な
る
か
ら
だ
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
〈
新
戯
作
派
〉
を
め
ぐ
る
議
論
が
交
わ

さ
れ
る
最
中
、
注
目
す
べ
き
出
来
事
が
起
こ
っ
て
い
る
。
雑
誌

『
新
戯
作
派
』
を
刊
行
し
よ
う
と
い
う
動
き
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
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織
田
作
之
助
、
坂
口
安
吾
、
太
宰
治
、
石
川
淳
、
高
見
順
、
伊
藤

整
な
ど
を〈
新
戯
作
派
〉と
し
て
括
っ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、「
哲

学
者
は
こ
の
傾
向
を
一
括
し
て
実
存
主
義
の
文
学
と
よ
ぶ
か
も
し

れ
な
い
」
と
い
い
、
さ
ら
に
「
エ
ロ
テ
ィ
シ
ズ
ム
、
デ
カ
ダ
ン
ス
、

反
動
の
文
学
」
で
も
あ
る
と
指
摘
す
る
。〈
新
戯
作
派
〉、〈
実
存

主
義
〉、〈
エ
ロ
文
学
〉、〈
デ
カ
ダ
ン
ス
文
学
〉、〈
反
動
の
文
学
〉

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
呼
称
の
付
け
方
が
あ
り
う
る
こ
と
を
示
し
て

み
せ
た
。

　
荒
正
人
が
示
し
た
文
学
史
的
呼
称
の
な
か
で
、
最
も
影
響
力
が

小
さ
か
っ
た
の
は
〈
エ
ロ
文
学
〉
で
あ
ろ
う
。
一
九
四
六
年
、
坂

口
安
吾
を
〈
エ
ロ
作
家
〉
と
見
な
し
た
の
が
岩
上
順
一
だ
っ
た
こ

と
は
、
第
二
節
で
確
認
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
呼

称
は
当
時
の
文
壇
に
於
い
て
受
け
入
れ
ら
れ
ず
、
岩
上
の
発
言
は

批
判
的
な
言
説
に
さ
ら
さ
れ
て
い
く
。

　
た
と
え
ば
、
保
高
徳
蔵
「
坂
口
安
吾
論—

期
待
す
る
人
」（『
新

小
説
』
一
九
四
七
年
一
月
）
は
、
坂
口
安
吾
を
「
エ
ロ
作
家
の
中

に
加
へ
る
人
も
あ
る
が
、
彼
は
エ
ロ
の
為
の
エ
ロ
は
書
か
な
い
。

彼
の
エ
ロ
は
、
人
間
の
本
然
の
姿
か
ら
、
ほ
と
ば
し
り
出
た
も
の

で
あ
る
」
と
い
う
。
中
野
好
夫
「
昭
和
二
十
二
年
文
学
の
問
題—

主
と
し
て
傾
向
と
意
義
に
つ
い
て
」（『
人
間
』
一
九
四
七
年
一
二

月
）
も
、「
エ
ロ
文
学
と
い
ふ
よ
う
な
レ
ツ
テ
ル
」
が
貼
ら
れ
て

い
る
が
「
単
に
エ
ロ
文
学
と
い
ふ
の
は
あ
た
ら
な
い
」
と
指
摘
す

る
。
中
野
は
、
石
川
淳
、
太
宰
治
、
坂
口
安
吾
、
織
田
作
之
助
ら

と
に
よ
っ
て
起
こ
っ
た
反
響
を
検
討
し
て
き
た
。
平
野
謙
や
坂
口

安
吾
は
〈
新
戯
作
派
〉
が
レ
ッ
テ
ル
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
認
識
し

て
い
た
。
し
か
し
、
同
時
代
の
批
評
家
・
小
説
家
た
ち
は
、
坂
口

安
吾
、
太
宰
治
、
石
川
淳
、
織
田
作
之
助
た
ち
を
〈
新
戯
作
派
〉

と
し
て
括
り
た
が
り
、
彼
ら
の
文
学
的
特
徴
を
意
味
づ
け
よ
う
と

し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
雑
誌
『
新
戯
作
派
』
の
刊
行

企
画
が
持
ち
上
が
る
な
ど
し
た
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、〈
新

戯
作
派
〉
は
、「
堕
落
論
」
の
内
容
に
即
し
た
呼
称
で
は
な
い
。

こ
れ
は〈
無
頼
派
〉と
い
う
呼
称
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
。〈
新

戯
作
派
〉や〈
無
頼
派
〉は
、「
堕
落
論
」そ
の
も
の
と
い
う
よ
り
は
、

当
時
の
安
吾
の
文
学
活
動
全
体
を
見
通
し
た
う
え
で
付
け
ら
れ
た

呼
称
で
あ
り
、
エ
コ
ー
ル
に
過
ぎ
な
い
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
　
四
　
エ
ロ
・
情
痴
・
肉
体
・
実
存

　
一
九
四
七
年
に
〈
新
戯
作
派
〉
と
い
う
文
学
史
的
な
呼
称
が
登

場
し
、
坂
口
安
吾
、
太
宰
治
、
織
田
作
之
助
、
石
川
淳
ら
に
使
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
、
こ
れ
ま
で
の
議
論
で
明
ら
か
に
し

て
き
た
。
し
か
し
、こ
の
呼
称
が
す
ぐ
に
認
め
ら
れ
、多
く
の
人
々

に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
神
話
化
さ
れ
て
い
っ
た
わ
け
で
は
な

い
。
他
の
呼
称
も
当
時
は
併
用
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
で
は
、

坂
口
安
吾
文
学
に
は
ど
の
よ
う
な
呼
称
が
用
い
ら
れ
て
い
た
の
だ

ろ
う
か
。
荒
正
人「
戦
後
」（『
近
代
文
学
』一
九
四
八
年
二
月
）は
、
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坂口安吾「堕落論」の反響 ―文学史のゆくえ―

在
す
る
こ
と
で
あ
る
。
一
つ
は
安
吾
、
織
田
作
、
石
川
淳
ら
で
、

も
う
一
つ
は
安
吾
、
舟
橋
、
田
村
で
あ
る
。
前
者
は
観
念
を
経
由

し
た
形
で
女
性
の
肉
体
を
描
い
た
作
家
た
ち
で
あ
る
の
に
対
し

て
、
後
者
は
実
在
の
女
性
た
ち
を
リ
ア
ル
に
描
い
た
作
家
達
で

あ
る
。
両
方
に
安
吾
が
含
ま
れ
て
い
る
の
は
、
ど
ち
ら
の
描
き
方

も
安
吾
作
品
に
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
文
学
史
的
な
エ
コ
ー

ル
は
見
方
次
第
で
い
か
よ
う
に
で
も
捉
え
ら
れ
る
た
め
、
十
返
の

よ
う
に
文
章
ご
と
に
捉
え
方
が
異
な
る
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
り
得

る
。
と
は
い
え
同
じ
時
期
に
一
人
の
評
者
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
複

数
の
エ
ッ
セ
イ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
主
張
が
こ
と
な
る
の
は
不
思
議
な

こ
と
だ
と
い
え
よ
う
。
十
返
の
よ
う
な
パ
タ
ー
ン
は
特
例
と
い
っ

て
い
い
だ
ろ
う
。

　
板
垣
直
子「
文
芸
の
新
生
面
」（『
女
性
線
』一
九
四
七
年
一
二
月
）

に
よ
れ
ば
、「
白
痴
」
は
「
人
間
と
し
て
纏
つ
た
性
格
も
、
社
会

生
活
も
描
け
て
ゐ
な
い
」
の
で
、「
高
い
文
芸
と
は
云
ひ
が
た
い
」

と
い
う
。
そ
し
て
、「
そ
の
文
芸
を
裏
づ
け
る
と
称
す
る
例
の
堕

落
論
、
デ
カ
ダ
ン
ス
論
の
、
た
ゞ
思
付
き
を
寄
せ
集
め
た
類
も
、

小
説
と
同
じ
流
儀
で
あ
る
」と
安
吾
文
学
を
批
判
す
る
。
そ
し
て
、

「
情
痴
文
学
」
は
本
場
の
フ
ラ
ン
ス
で
は
モ
ッ
パ
ッ
サ
ン
が
優
れ

て
い
る
の
に
対
し
て
、
日
本
で
は
織
田
作
之
助
、
坂
口
安
吾
、
石

川
淳
、
太
宰
治
、
田
村
泰
次
郎
な
ど
「
新
興
の
デ
カ
ダ
ン
文
芸
を

代
表
し
て
ゐ
る
」
と
し
、
批
判
的
に
彼
ら
の
文
学
を
眼
差
し
て
い

る
。
板
垣
評
は
二
系
列
を
併
存
さ
せ
た
も
の
と
い
っ
て
い
い
。

の
文
学
史
的
な
把
握
に
つ
い
て
、「
一
つ
の
朋
党
、
流
派
を
形
成

し
て
ゐ
る
な
ど
と
い
ふ
の
で
は
な
い
」「
と
う
て
い
一
流
派
を
も

つ
て
律
せ
ら
れ
な
い
」
と
す
る
。
そ
し
て
、「
一
切
の
思
想
に
対

し
て
不
信
任
状
を
つ
き
つ
け
、
た
だ
現
実
の
肉
体
さ
な
が
ら
の
生

命
感
、
肉
体
そ
の
ま
ゝ
を
通
し
て
把
握
し
う
る
意
識
の
追
究
」
を

し
た
点
で
、
坂
口
安
吾
と
田
村
泰
次
郎
に
共
通
項
を
見
出
す
。

　〈
エ
ロ
文
学
〉
と
い
う
言
葉
に
替
わ
っ
て
登
場
し
て
き
た
の
が
、

〈
情
痴
文
学
〉
で
あ
っ
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
直
後
の
文
壇
に
お

い
て
、
坂
口
安
吾
を
〈
情
痴
文
学
〉
の
作
家
と
し
て
言
及
し
た
の

は
十
返
肇
で
あ
っ
た
。十
返
肇「
サ
ル
ト
ル
と
現
代
作
家
」（『
風
雪
』

一
九
四
七
年
三
月
）
は
、
坂
口
安
吾
、
織
田
作
之
助
、
石
川
淳
ら

の
「
情
痴
文
学
に
、
自
我
の
ど
う
し
よ
う
も
な
い
孤
独
さ
な
ど
は

一
向
に
描
か
れ
て
は
居
ら
ぬ
」
と
し
た
。
彼
ら
の
文
学
は
全
然
堕

落
し
て
お
ら
ず
、「
出
来
れ
ば
、
い
つ
ぺ
ん
堕、

、落
（
傍
点
、
筆
者
）

し
て
み
せ
て
く
れ
と
で
も
い
ひ
た
い
位
で
あ
る
」
と
い
う
。
十
返

の
発
言
が
「
堕
落
論
」
と
〈
情
痴
文
学
〉
作
家
た
ち
へ
の
批
判
で

あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。十
返
肇「
批
評
の
不
潔
俗
悪
さ—

文
芸
時
評
」（『
早
稲
田
文
学
』
一
九
四
八
年
八
月
）
で
も
、
坂
口

安
吾
、
舟
橋
聖
一
、
田
村
泰
次
郎
な
ど
、「
情
痴
頽
廃
を
描
く
作

家
は
、
氏
た
ち
の
作
品
を
非
難
す
る
と
、
あ
た
か
も
批
評
家
が
古

い
道
徳
感
か
ら
非
難
し
て
で
も
い
る
よ
う
に
言
う
」
が
、「
そ
れ

は
い
さ
さ
か
的
外
れ
か
、
或
は
被
害
妄
想
」
だ
と
い
う
（
注
一
八
）。

　
十
返
の
評
で
興
味
深
い
の
は
、〈
情
痴
文
学
〉
に
二
系
列
が
存
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と
は
指
摘
し
た
通
り
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
十
返
肇
は
「
文
芸
時

評—

堕
落
論
と
肉
体
主
義
の
超
剋
」『
早
稲
田
文
学
』
一
九
四
八

年
三
月
）
の
中
で
、「
戦
後
以
来
の
ジ
ャ
ア
ナ
リ
ズ
ム
に
横
行
し

た
堕
落
と
肉
体
の
モ
ラ
ル
が
今
や
よ
う
や
く
停
滞
」
し
て
き
た
の

は
、「
代
表
的
な
作
家
で
あ
る
坂
口
安
吾
と
田
村
泰
次
郎
が
最
近

に
お
い
て
注
目
さ
る
べ
き
作
品
を
発
表
し
な
か
つ
た
」
か
ら
だ
と

い
う
。
そ
し
て
、「
肉
体
の
文
学
」
は
「
芸
術
作
品
と
し
て
は
甚

だ
し
く
不
振
」
で
あ
っ
た
と
論
じ
て
い
る
（
注
一
九
）。
一
方
で
〈
情

痴
文
学
〉
と
指
摘
し
て
お
き
な
が
ら
、も
う
一
方
で
〈
肉
体
文
学
〉

と
し
て
も
捉
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
人
の
批
評
家
の

言
説
の
内
部
で
、
文
学
的
呼
称
が
変
説
し
て
い
く
様
子
を
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
か
か
る
事
態
は
、
他
の
批
評
家
の
言
説
の
内
部
に
も
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
よ
う
。
た
と
え
ば
、
瀬
沼
茂
樹
「
文
化—

肉
体
文
学

の
行
方
」（『
夕
刊
ニ
イ
ガ
タ
』一
九
四
八
年
三
月
一
九
日
）は
、「
虚

無
と
頽
廃
と
に
迎
合
し
た
も
の
と
し
て
、
今
日
の
肉
体
文
学
は
生

れ
た
。
肉
体
の
文
学
は
、坂
口
安
吾
が
自
ら
認
め
て
い
る
よ
う
に
、

デ
カ
ダ
ン
ス
文
学
で
あ
り
、
戯
作
者
文
学
で
あ
る
」（
注
二
〇
）
と
述

べ
た
上
で
、「
堕
落
す
る
者
を
し
て
堕
落
さ
せ
た
そ
の
最
後
に
お

い
て
、
人
間
の
再
生
を
希
求
し
て
い
る
」
と
論
じ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に
、
瀬
沼
は
坂
口
安
吾
を
〈
肉
体
文
学
〉、〈
デ
カ
ダ
ン
ス
文

学
〉、〈
戯
作
者
文
学
〉
と
位
置
付
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
そ
の
後
、
瀬
沼
は
〈
肉
体
文
学
〉
か
ら
〈
実
存
主
義
〉
へ
の
展

　
一
方
、
丹
羽
文
雄
「
作
家
の
責
任
に
就
て—

織
田
作
の
こ
と
ど

も
」（『
早
稲
田
大
学
新
聞
』
一
九
四
七
年
三
月
一
日
）
は
、「
か

つ
て
私
も
、
情
痴
の
作
者
と
い
わ
れ
て
い
た
」
が
、
織
田
作
之
助
、

坂
口
安
吾
、
太
宰
治
な
ど
の
書
く
「
情
痴
も
の
」
と
は
違
う
と
い

う
。「
彼
ら
は
敢
然
と
モ
ラ
ル
を
け
り
と
ば
し
て
い
る
」
が
、
丹

羽
は「
モ
ラ
リ
ス
チ
ッ
ク
な
原
動
力
が
私
の
小
説
の
根
柢
」に
な
っ

て
い
る
と
い
う
。「
モ
ラ
ル
」
を
補
助
線
に
し
て
、
二
つ
の
系
譜

の
〈
情
痴
文
学
〉
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
み
せ
た
の
だ
。
こ
の
よ

う
に
、
坂
口
安
吾
「
堕
落
論
」
を
〈
情
痴
文
学
〉
と
す
る
こ
と
は

一
定
の
同
意
を
得
ら
れ
た
が
、
様
々
な
見
解
が
併
存
、
区
分
、
対

立
し
て
お
り
、
そ
の
内
実
は
一
枚
岩
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
一
枚
岩
で
語
れ
な
い
の
は
、〈
肉
体
文
学
〉
と
い
う
捉
え
方
も

同
様
で
あ
る
。
坂
口
安
吾
、
舟
橋
聖
一
、
田
村
泰
次
郎
を
〈
肉
体

文
学
〉
の
文
脈
で
取
り
上
げ
た
日
比
野
士
朗
「
当
代
作
家
の
印
象
」

（『
東
北
文
学
』
一
九
四
八
年
七
月
）
は
、「
肉
体
の
悪
魔
」「
肉
体

の
門
」
の
田
村
泰
次
郎
は
「
肉
体
文
学
の
家
元
」
で
、
舟
橋
聖
一

は
「
つ
や
〳
〵
し
た
女
の
は
だ
か
を
賞
玩
し
て
い
る
風
格
」
で
あ

る
と
い
う
。
一
方
、「
肉
体
を
精
神
と
ぎ
り
ぎ
り
に
対
決
さ
せ
て

行
く
」
坂
口
安
吾
は
、「
苦
難
の
道
に
真
剣
に
立
ち
向
つ
て
い
る
」

と
し
て
、
両
者
を
差
異
化
す
る
。
つ
ま
り
、〈
肉
体
文
学
〉
の
内

部
に
は
質
的
差
異
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
の
で
あ
る
。

　
日
比
野
の
よ
う
な
質
的
差
異
を
設
け
な
か
っ
た
の
は
、
十
返
肇

で
あ
っ
た
。
十
返
肇
が
坂
口
安
吾
を
〈
情
痴
文
学
〉
と
括
っ
た
こ
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坂口安吾「堕落論」の反響 ―文学史のゆくえ―

ム
の
代
替
語
』（
伊
吹
武
彦
）
と
な
つ
て
い
る
と
い
う
こ
と
や
、

ま
た
坂
口
安
吾
と
か
織
田
作
之
助
と
か
い
つ
た
作
家
た
ち
に
ニ
ホ

ン
の
『
実
存
主
義
作
家
な
ど
と
い
ふ
レ
ツ
テ
ル
』（
織
田
作
之
助
）

が
貼
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
や
を
問
題
に
す
る
必
要
は
な
い
」

と
す
る
。
白
井
浩
司
「
戦
後
の
文
学
―
フ
ラ
ン
ス
と
日
本
と
の
場

合
」（『
書
評
』
一
九
四
七
年
九
月
）
も
ま
た
、石
川
淳
、坂
口
安
吾
、

織
田
作
之
助
、
太
宰
治
の
文
学
は
、「
生
き
、
歌
ひ
、
泣
く
人
間

の
世
界
が
素
材
に
近
い
ま
ま
で
抛
り
だ
さ
れ
て
ゐ
る
」
文
学
で
あ

り
、「
実
存
主
義
と
の
類
似
な
ど
を
み
よ
う
と
い
ふ
こ
と
は
絶
対

に
不
可
能
で
あ
る
」
と
す
る
（
注
二
一
）。

　
一
方
、
関
雪
夫
「
人
物
評
論—

坂
口
安
吾
」（『
青
年
公
論
』

一
九
四
七
年
七
月
）
は
、
坂
口
安
吾
が
「
仏
蘭
西
の
サ
ル
ト
ル

の
影
響
か
ら
生
れ
た
」
作
家
で
あ
る
と
し
、「
サ
ル
ト
ル
に
よ
つ

て
始
ま
つ
た
実
存
主
義
哲
学
は
時
代
風
潮
か
ら
生
れ
た
哲
学
で
あ

る
と
共
に
、
一
つ
の
現
実
の
生
き
方
を
示
す
も
の
で
あ
る
」
と

評
価
す
る
。
ま
た
、
か
つ
て
〈
エ
ロ
作
家
〉
と
し
て
坂
口
安
吾

を
批
判
し
た
岩
上
順
一
「
一
九
四
七
年
の
文
学
（
上
）—

不
幸

に
た
い
す
る
無
感
覚
さ
」（『
人
民
新
聞
』
一
九
四
八
年
一
月
五

日
）
は
、
当
該
論
で
は
安
吾
文
学
に
対
す
る
評
価
を
変
え
て
い

る
。
岩
上
に
よ
れ
ば
、
坂
口
安
吾
、
石
川
淳
、
田
村
泰
次
郎
ら

は
、「
よ
り
ど
こ
ろ
は
自
己
以
外
に
な
い
」
と
い
う
考
え
の
も
と

に
、「
人
間
本
能
や
肉
体
や
感
能
の
な
か
に
だ
け
人
間
を
う
ご
か

す
真
実
」
を
見
よ
う
と
し
、「
肉
体
の
盲
目
な
意
志
だ
け
が
実
存

開
が
あ
っ
た
と
す
る
批
評
を
発
表
す
る
。瀬
沼
茂
樹「
文
芸
時
評—

今
年
の
文
学
界
　
そ
の
回
顧
と
決
算
」（『
新
小
説
』
一
九
四
八
年

一
二
月
）
は
、「
精
神
と
肉
体
と
は
対
蹠
的
な
二
極
的
存
在
」
で

は
な
く
、「
戦
後
の
変
質
者
的
な
疾
患
の
精
神
化
し
た
形
が
肉
体

派
や
新
戯
作
派
の
文
学
」
だ
っ
た
と
す
る
。
そ
し
て
、「
こ
の
疾

患
の
肉
体
化
し
た
形
が
実
存
派
の
文
学
」で
あ
っ
た
と
い
う
。「
肉

体
の
文
学
か
ら
肉
体
的
な
実
存
の
文
学
へ
移
行
」
は
、「
変
質
者

的
な
も
の
が
か
え
つ
て
固
疾
化
」
し
て
い
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い

る
と
い
う
。

　
Ｋ
・
Ｋ
士
「
最
近
日
本
文
学
診
断
書
―
疑
似
文
化
革
命
症
に
つ

い
て
」（『
諷
刺
文
学
』
一
九
四
八
年
一
月
）
は
、
太
宰
治
、
坂
口

安
吾
、
石
川
淳
、
田
村
泰
次
郎
、
織
田
作
之
助
た
ち
が
、「
一
切

の
旧
い
モ
ラ
ル
と
伝
統
を
な
で
斬
り
に
し
、
新
し
い
モ
ラ
ル
と
人

間
を
建
設
し
つ
ゝ
あ
る
」
作
家
た
ち
で
あ
る
と
い
う
。
そ
し
て
、

「
肉
体
主
義
的
で
は
あ
り
得
な
い
」
の
で
あ
っ
て
、「
否
み
が
た
い

実
存
の
一
流
派
」
と
し
、「
可
能
性
の
文
学
」「
堕
落
論
」「
斜
陽
」

な
ど
は
、「
長
く
後
代
の
文
学
青
年
を
刺
激
す
る
こ
と
と
な
る
で

あ
ろ
う
」
と
指
摘
す
る
。

　〈
肉
体
文
学
〉
か
ら
〈
実
存
主
義
〉
へ
と
い
う
指
摘
が
あ
る

が
、
事
態
は
そ
れ
ほ
ど
単
線
的
に
は
進
ま
な
い
。
坂
口
安
吾
を

〈
実
存
主
義
〉
と
み
な
さ
な
い
と
い
う
見
解
が
あ
る
か
ら
だ
。
キ

ク
チ
・
シ
ョ
ー
イ
チ
「
ニ
ホ
ン
の
サ
ル
ト
ル
」（『
新
日
本
文
学
』

一
九
四
八
年
二
月
）
は
、「
実
存
主
義
が
『
露
骨
な
エ
ロ
チ
シ
ズ
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石
川
淳
な
ど
を
一
括
り
に
す
る
言
説
が
あ
る
一
方
で
、坂
口
安
吾
、

田
村
泰
次
郎
、
舟
橋
聖
一
た
ち
を
一
ま
と
め
に
す
る
場
合
も
あ
っ

た
。
伊
藤
整
や
高
見
順
が
安
吾
た
ち
と
同
じ
グ
ル
ー
プ
と
し
て
括

ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
作
家
た
ち
が
混
在
し
て
い
る

学
説
も
少
な
く
な
い
。
そ
の
他
の
作
家
た
ち
と
結
び
つ
け
ら
れ
る

場
合
さ
え
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
ま
で
検
討
し
て
き
た
よ
う
に
、
坂
口
安
吾
「
堕
落
論
」
の

同
時
代
評
は
、〈
無
頼
派
〉、〈
新
戯
作
派
〉、〈
エ
ロ
文
学
〉、〈
情

痴
文
学
〉、〈
デ
カ
ダ
ン
ス
文
学
〉、〈
肉
体
文
学
〉、〈
実
存
主
義
〉

な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
文
学
史
的
呼
称
で
作
品
評
価
を
行
っ
て
い
た
。

今
日
で
は
、
坂
口
安
吾
は
太
宰
治
、
織
田
作
之
助
、
石
川
淳
な
ど

と
と
も
に
〈
無
頼
派
〉、〈
新
戯
作
派
〉
の
作
家
と
し
て
文
学
史
で

は
捉
え
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
文
学
史
的
評
価
が
固
定
化
す

る
前
の
坂
口
安
吾
「
堕
落
論
」
評
価
は
混
沌
と
し
た
も
の
で
あ
っ

た
の
だ
。〈
無
頼
派
〉〈
新
戯
作
派
〉
の
代
表
作
で
あ
る
と
い
う
神

話
が
形
成
さ
れ
る
前
の
段
階
に
立
ち
戻
っ
て
坂
口
安
吾「
堕
落
論
」

を
考
え
る
こ
と
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
堕
落
論
」
の
文

学
史
的
な
座
標
軸
を
改
め
て
考
察
す
る
こ
と
に
繋
が
る
の
で
は
あ

る
ま
い
か
。

【
注
】

（
注
一
）�
本
稿
で
は
、「
堕
落
論
」
の
同
時
代
評
を
検
討
課
題
と
す
る
た

め
、
当
該
作
品
の
解
釈
に
は
立
ち
入
ら
な
い
。「
白
痴
」
に
つ
い

す
る
」
と
の
考
え
だ
と
い
う
。
そ
し
て
、
坂
口
安
吾
の
「
道
鏡
」

（『
改
造
』
一
九
四
七
年
一
月
）
や
「
風
と
光
と
二
十
の
私
と
」

（『
文
芸
』
一
九
四
七
年
一
月
）（
注
二
二
）
や
「
暗
い
青
春
」（『
潮
流
』

一
九
四
七
年
六
月
）
は
そ
の
作
品
化
で
あ
り
、「
堕
落
論
」
や
「
欲

望
に
つ
い
て
」
は
そ
の
理
論
化
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　
一
人
の
批
評
家
と
し
て
、
首
尾
一
貫
し
た
態
度
で
坂
口
安
吾
を

評
価
し
つ
づ
け
た
平
野
謙
の
よ
う
な
批
評
家
も
い
れ
ば
、
批
判
し

続
け
た
小
田
切
秀
雄
の
よ
う
な
人
物
も
い
た
。
時
に
批
判
し
時
に

評
価
す
る
な
ど
意
見
を
変
更
さ
せ
て
い
く
岩
上
順
一
の
よ
う
な
立

場
の
も
の
も
あ
っ
た
。
あ
る
と
き
は
〈
情
痴
文
学
〉
と
い
い
、
ま

た
あ
る
と
き
は
〈
肉
体
文
学
〉
だ
と
す
る
十
返
肇
も
い
た
。
十
返

は
文
学
史
的
系
譜
で
も
複
数
の
系
列
に
坂
口
安
吾
を
位
置
付
け
て

い
た
。
ひ
と
つ
の
エ
ッ
セ
イ
の
中
で
、
複
数
の
文
学
史
的
意
味
づ

け
を
行
う
瀬
沼
茂
樹
の
よ
う
な
人
物
も
い
た
。
様
々
な
意
見
が
誕

生
し
、
反
復
、
併
存
、
集
合
、
不
和
、
葛
藤
、
対
立
、
変
更
、
ズ

ラ
シ
な
ど
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
坂
口
安
吾
「
堕
落
論
」
は
表
象

さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
一
元
的
に
回
収
で
き
な
い
こ
と
が
結
果

的
に
複
数
の
評
価
を
生
み
出
し
、
毀
誉
褒
貶
相
半
ば
し
な
が
ら
坂

口
安
吾
は
文
壇
の
寵
児
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

　
ま
た
、
文
学
史
的
な
見
取
り
図
に
つ
い
て
も
多
層
的
で
あ
っ
た

と
言
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。
太
宰
治
、
坂
口
安
吾
、
織
田
作
之
助
、



− 159 −

坂口安吾「堕落論」の反響 ―文学史のゆくえ―

て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
便
利
な
資
料
体
の
検
索
の
み
で
は
、

同、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

時
代
言
説
の
研
究
と
し
て
は
不
適
切
で
あ
ろ
う
。
便
利
な
資

料
体
か
ら
洩
れ
た
資
料
に
も
目
を
配
ら
せ
、
同
時
代
言
説
を
可

能
な
限
り
参
照
す
る
作
業
が
必
要
な
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
本

稿
で
は
、
当
た
り
前
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
愚
直
に
頁
（
も
し

く
は
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
）
を
一
枚
一
枚
見
て
い
く
作
業
を
通

し
て
、
資
料
収
集
を
行
っ
た
。

（
注
八
）�

白
濱
翔
太
「
坂
口
安
吾
と
「
歴
史
」」（『
論
叢
　
国
語
教
育
学
』

二
〇
一
三
年
七
月
）
は
、「
管
見
の
限
り
で
は
、「
堕
落
論
」
に

触
れ
た
最
初
の
同
時
代
評
は
、
一
九
四
七
年
二
月
に
発
表
さ
れ

た
中
島
健
蔵
の
も
の
」
と
し
た
。
そ
し
て
、「
続
堕
落
論
」
は
同

時
代
評
を
踏
ま
え
て
書
か
れ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
指
摘
し

て
い
る
。
し
か
し
、
荒
正
人
の
評
を
は
じ
め
、
一
九
四
六
年
代

に
複
数
の
「
堕
落
論
」
評
が
執
筆
さ
れ
て
い
る
。
民
主
主
義
文

学
陣
営
か
ら
の
「
堕
落
論
」
批
判
も
あ
り
、安
吾
は
「
続
堕
落
論
」

執
筆
に
あ
た
っ
て
、
民
主
主
義
文
学
陣
営
の
同
時
代
評
を
意
識

し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
注
九
）�

こ
の
点
に
関
し
て
は
、す
で
に
山
根
龍
一
「
坂
口
安
吾
「
堕
落
論
」

論
―
歴
史
と
人
間
と
の
関
係
を
め
ぐ
る
懐
疑
の
方
法
に
つ
い
て
」

（『
国
語
と
国
文
学
』
二
〇
〇
九
年
二
月
）
に
よ
る
指
摘
が
あ
る
。

（
注
一
〇
）�
神
谷
忠
孝
「『
堕
落
論
』
論
」（『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』

一
九
九
三
年
二
月
）
は
、「
堕
落
論
」
か
ら
「
続
堕
落
論
」（『
文

学
季
刊
』
一
九
四
六
年
一
二
月
）
ま
で
の
間
に
、「
安
吾
の
反

て
は
拙
稿
「
坂
口
安
吾
「
白
痴
」
論
」（『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』

二
〇
〇
八
年
四
月
）
を
、「
堕
落
論
」
つ
い
て
は
拙
稿
「
坂
口
安

吾
「
堕
落
論
」
論
―
武
士
道
を
め
ぐ
っ
て
」（『
尾
道
市
立
大
学

日
本
文
学
論
叢
』
二
〇
一
六
年
一
二
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
注
二
）�

大
久
保
典
夫
「
戦
後
文
学
の
動
向
」（
三
好
行
雄
編
『
近
代
日
本

文
学
史
』
有
斐
閣
　
一
九
七
五
年
一
二
月
）

（
注
三
）�

山
田
博
光
「
敗
戦
文
学
の
諸
相
」（
喜
多
川
恒
男
・
鈴
木
貞
美
・

平
林
一
・
山
﨑
國
紀
・
山
田
博
光
編
『
二
十
世
紀
の
日
本
文
学
』

白
地
社
　
一
九
九
五
年
五
月
）

（
注
四
）�

矢
島
道
弘
「
無
頼
派
と
そ
の
周
辺
」（『
時
代
別
日
本
文
学
史
事

典
　
現
代
編
』
東
京
堂
出
版
　
一
九
九
七
年
五
月
）

（
注
五
）�

五
十
嵐
康
夫
「
無
頼
派
」（
無
頼
文
学
研
究
会
編
『
無
頼
派
の
文

学
　
研
究
と
事
典
』
教
育
出
版
セ
ン
タ
ー
　
一
九
七
四
年
八
月
）

（
注
六
）�

松
本
和
也
「
戦
後
メ
デ
ィ
ア
に
お
け
る
〈
無
頼
派
〉
の
形
成
―

織
田
作
之
助
・
坂
口
安
吾
・
太
宰
治
・
石
川
淳
」（『
太
宰
治
ス

タ
デ
ィ
ー
ズ
』
二
〇
〇
八
年
六
月
）

（
注
七
）�

近
年
、
ヨ
ミ
ダ
ス
（
読
売
新
聞
の
記
事
検
索
）、
聞
く
蔵
（
朝

日
新
聞
の
記
事
検
索
）、
中
島
国
彦
・
曾
根
博
義
・
池
内
輝
雄
・

宗
像
和
重
編
『
文
藝
時
評
大
系
』
全
七
三
巻
＋
別
巻
五
（
ゆ
ま

に
書
房
　
二
〇
一
〇
年
四
月
）
な
ど
、
簡
単
に
資
料
検
索
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
有
効
利
用
す
る
こ
と
は
大
切
な
こ
と
で

は
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
紙
面
に
記
さ
れ
た
情
報
を
検
索
で
す

べ
て
拾
え
る
わ
け
で
は
な
い
し
、
す
べ
て
の
資
料
を
網
羅
し



− 160 −

筑
摩
書
房
　
二
〇
一
二
年
一
二
月
）
参
照
。「〈
座
談
会
〉
現

代
小
説
を
語
る
」
は
一
九
四
七
年
四
月
号
の
『
文
学
季
刊
』

に
、「〈
鼎
談
〉
歓
楽
極
ま
り
て
哀
情
多
し
」
は
一
九
四
九
年

一
月
号
の
『
読
物
春
秋
』
に
、
そ
れ
ぞ
れ
掲
載
さ
れ
た
。
な

お
、
織
田
作
之
助
「
可
能
性
の
文
学
」（『
改
造
』
一
九
四
六

年
一
二
月
）
に
も
、座
談
会
終
了
後
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
注
一
四
）�

浅
子
逸
男
「〔
資
料
紹
介
〕「
新
戯
作
派
」
の
命
名
者
」（『
都

大
論
究
』
一
九
七
九
年
四
月
）
参
照
。
な
お
、
矢
島
道
弘
「
新

戯
作
派
」（
久
保
田
芳
太
郎
他
編
『
無
頼
文
学
辞
典
』
東
京
堂

出
版
　
一
九
八
〇
年
一
〇
月
）
は
、
林
房
雄
が
こ
の
頃
二
つ

の
時
評
を
書
い
て
い
て
、『
小
説
と
読
物
』
の
他
、「
坂
口
の

小
林
秀
雄
論
（『
教
祖
の
文
学
』）
に
ふ
れ
た
時
評
で
「
新
戯

作
派
の
ル
ー
ル
た
る
安
吾
和
尚
」（「
新
夕
刊
」
昭
22
・
５
）」

を
書
い
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
し
か
し
、現
時
点
で
『
新
夕
刊
』

の
紙
面
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、〈
新

戯
作
派
〉
と
い
う
言
葉
の
誕
生
が
一
九
四
七
年
の
五
月
な
の

か
六
月
な
の
か
確
定
で
き
て
い
な
い
。

（
注
一
五
）�

辰
野
隆
、
石
川
達
三
、
高
見
順
、
坂
口
安
吾
「〈
座
談
会
〉
新

し
き
文
学
」（『
新
潮
』一
九
四
七
年
四
月
）の
中
で
、安
吾
は「
一

つ
の
小
説
の
中
に
は
、
思
想
家
と
戯
作
者
と
二
人
が
同
時
に

ゐ
る
筈
の
も
の
で
、
そ
の
た
め
に
哲
学
だ
の
宗
教
と
は
別
に
、

小
説
と
い
ふ
も
の
が
あ
る
性
質
だ
と
思
ふ
け
れ
ど
も
、
日
本

の
近
代
文
学
と
い
ふ
の
は
戯
作
性
が
ま
る
つ
き
り
な
く
な
つ

進
歩
主
義
を
指
摘
」
す
る
批
判
が
出
さ
れ
た
と
指
摘
し
て
い

る
。
こ
の
指
摘
を
踏
ま
え
た
五
味
淵
典
嗣「『
堕
落
論
』論
」（『
大

妻
国
文
』
二
〇
〇
八
年
三
月
）
は
、
神
谷
が
「
具
体
的
な
根

拠
は
示
し
て
い
な
い
」と
す
る
。
神
谷
が
想
定
し
て
い
た
の
は
、

小
田
切
論
の
よ
う
な
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

（
注
一
一
）�

安
吾
と
デ
カ
ダ
ン
ス
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
福
岡
弘
彬
「「
自

我
」
探
求
と
し
て
の
「
デ
カ
ダ
ン
ス
文
学
」
―�

坂
口
安
吾
「
デ

カ
ダ
ン
文
学
論
」
と
そ
の
批
評
性
を
め
ぐ
っ
て
」（『
昭
和
文

学
研
究
』二
〇
一
二
年
三
月
）が
詳
細
に
論
じ
て
い
る
。
な
お
、

福
岡
弘
彬
は
「「
堕
落
」
と
「
運
命
」
―
坂
口
安
吾
「
堕
落
論
」

と
保
田
與
重
郎
「
デ
カ
ダ
ン
ス
」
の
関
係
を
め
ぐ
っ
て
」（『
日

本
近
代
文
学
』
二
〇
一
八
年
五
月
）
に
お
い
て
、
保
田
與
重

郎
の
「「
デ
カ
ダ
ン
ス
」
概
念
を
、
発
展
的
・
批
判
的
に
継
承
」

し
た「
堕
落
論
」と
は
、「
自
己
言
及
的
な「
私
語
り
」に
よ
っ
て
、

自
ら
の
内
へ
と
潜
り
、
過
去
へ
と
遡
行
す
る
こ
と
で
、
狂
気
・

混
乱
を
体
現
し
つ
つ
、「
運
命
」
を
二
重
に
引
き
剥
が
す
作
品
」

だ
と
評
価
し
た
。

（
注
一
二
）�

そ
の
他
、
井
上
友
一
郎
・
伊
藤
整
・
丹
羽
文
雄
「〈
鼎
談
〉
文

学
に
就
て
」（『
文
明
』
一
九
四
六
年
一
二
月
）
の
中
で
、
伊

藤
整
が
安
吾
は
「
文
学
で
あ
る
た
め
に
は
デ
カ
ダ
ン
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
ふ
や
う
な
書
き
方
」
を
し
て
い
る
と
発

言
し
て
い
る
。

（
注
一
三
）�

七
北
数
人
「
坂
口
安
吾
年
譜
」（『
坂
口
安
吾
全
集
』
別
巻
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坂口安吾「堕落論」の反響 ―文学史のゆくえ―

れ
た
」
の
は
坂
口
安
吾
自
身
だ
っ
た
と
し
、「
第
一
に
『
正
し

く
堕
ち
る
道
』
と
は
一
体
ど
う
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
か
」、「
第

二
に
『
堕
ち
る
こ
と
に
よ
つ
て
自
分
自
身
を
救
わ
ね
ば
な
ら

ぬ
』
と
坂
口
氏
は
い
つ
た
が
、
堕
ち
た
結
果
が
自
分
を
救
う

と
い
う
予
想
を
し
て
堕
ち
る
な
ど
と
は
些
か
人
間
性
を
舐
め

た
考
え
方
で
は
な
か
ろ
う
か
」、「
第
三
に
、『
私
は
世
の
い
わ

ゆ
る
健
全
な
る
美
徳
、
清
貧
だ
の
倹
約
の
精
神
だ
の
、
困
苦

欠
乏
に
耐
え
る
美
徳
だ
の
謙
譲
の
美
徳
な
ど
と
い
う
も
の
は

み
ん
な
嫌
い
で
美
徳
で
は
な
く
悪
徳
だ
と
思
つ
て
い
る
』
と

い
う
言
葉
も
原
因
結
果
の
取
り
違
え
で
あ
る
」
と
指
摘
し
た
。

こ
う
し
た
指
摘
を
十
返
は
「
坂
口
安
吾
論
」（『
文
芸
丹
頂
』

一
九
四
八
年
一
一
月
）
で
も
行
っ
て
い
る
。

（
注
二
〇
）�「
虚
無
と
頽
廃
」
を
安
吾
文
学
に
見
出
す
瀬
沼
に
対
し
て
、
小

林
達
夫
「
続
坂
口
安
吾
論
―
二
律
背
反
性
に
つ
い
て
」（『
文

学
行
動
』
一
九
四
八
年
五
月
）
は
、
安
吾
の
「
肉
体
文
学
」

と
し
て
の
弱
さ
を
批
判
し
つ
つ
、「
人
間
性
」
を
理
解
す
る

こ
と
が
大
事
で
あ
っ
て
「
頽
廃
と
い
ふ
言
葉
は
微
塵
も
な
い
」

と
指
摘
す
る
。「
頽
廃
」
を
め
ぐ
っ
て
両
者
の
見
解
の
相
違
を

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
注
二
一
）�

そ
の
他
、
坂
口
安
吾
は
〈
実
存
主
義
〉
で
は
な
い
と
す
る
見

解
と
し
て
、
武
野
藤
介
「〈
文
化
〉
文
芸
注
文
帳
―
文
学
時

評
」（『
夕
刊
ニ
イ
ガ
タ
』
一
九
四
七
年
五
月
二
〇
日
）、
無
署

名
「
書
評
」（『
読
売
新
聞
』
朝
刊
　
一
九
四
七
年
七
月
二
一
日
）

て
、
人
を
面
白
が
ら
せ
る
と
か
、
さ
う
い
ふ
根
性
が
全
然
な

く
な
つ
て
ゐ
る
の
ぢ
や
な
い
で
す
か
」
と
述
べ
て
い
る
。

（
注
一
六
）�

荒
正
人
「
錦
上
に
花
を
添
へ
る
―
政
治
と
文
学
・
解
答
の
ひ

と
つ
」（『
諷
刺
文
学
』
一
九
四
七
年
九
月
）
や
、
平
野
謙
・

野
間
宏
・
平
田
次
三
郎
・
荒
正
人
「〈
座
談
会
〉
戦
後
文
学
と

そ
の
周
辺
」（『
改
造
』
一
九
四
八
年
一
二
月
）
で
も
、荒
は
〈
新

戯
作
派
〉
の
呼
称
を
用
い
て
い
な
い
も
の
の
、
同
じ
六
名
の

作
家
を
一
括
り
に
し
て
い
る
。
瀬
沼
茂
樹
「
文
芸
時
評
―
今

年
の
文
学
界
　
そ
の
回
顧
と
決
算
」（『
新
小
説
』
一
九
四
八

年
一
二
月
）
の
よ
う
に
、「
太
宰
治
、
石
川
淳
、
坂
口
安
吾
、

伊
藤
整
な
ど
の
観
念
的
な
い
わ
ゆ
る
新
戯
作
派
と
い
わ
れ
る

作
家
た
ち
の
旺
盛
な
活
動
」
が
あ
っ
た
と
い
う
説
も
出
た
。

（
注
一
七
）�

七
北
数
人
「
坂
口
安
吾
年
譜
」（
前
掲
）
に
よ
れ
ば
、

一
九
四
七
年
の
夏
、坂
口
安
吾
は
、「
太
宰
治
、石
川
淳
ら
と
『
ろ

ま
ね
す
く
』
同
人
」
と
な
り
、
打
ち
合
わ
せ
を
兼
ね
た
懇
親

会
に
出
席
し
た
。
懇
親
会
に
は
辰
野
隆
、
林
房
雄
、
田
村
泰

次
郎
、
清
水
崑
ら
と
、
東
京
新
聞
社
の
頼
尊
清
隆
な
ど
が
参

加
し
た
。
席
上「
新
戯
作
派
」と
い
う
誌
名
が
提
案
さ
れ
た
が
、

「
安
吾
が
強
く
反
対
し
た
」
と
い
う
。

（
注
一
八
）�〈
情
痴
作
家
〉
と
呼
ば
れ
る
こ
と
へ
の
「
被
害
妄
想
」
と
い
う

指
摘
は
、
な
か
の
・
し
げ
は
る
「
文
学
よ
も
や
ま
の
話
」（『
諷

刺
文
学
』
一
九
四
七
年
四
月
）
に
も
あ
る
。

（
注
一
九
）�

十
返
肇
は
当
該
論
の
中
で
、「
堕
落
論
」
の
「
論
理
に
束
縛
さ
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な
ど
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ま
た
、
平
松
幹
夫
「〈
文

化
〉
人
間
像
の
復
興
（
下
）
―
愛
情
へ
の
知
的
基
盤
」（『
夕

刊
ニ
イ
ガ
タ
』
一
九
四
八
年
一
月
一
五
日
）
は
、織
田
作
之
助
、

坂
口
安
吾
、
田
村
泰
次
郎
ら
が
「
そ
ろ
つ
て
人
間
へ
の
不
信

を
表
白
し
て
い
る
」
の
に
、「
サ
ル
ト
ル
の
実
存
哲
学
」
が
示

し
た
「
科
学
的
合
理
主
義
の
実
証
精
神
を
基
盤
と
す
る
」「
人

間
解
放
」
を
気
付
か
な
か
っ
た
と
批
判
し
た
。

（
注
二
二
）�「
風
と
光
と
二
十
の
私
と
」
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「「
坂
口
安

吾
「
風
と
光
と
二
十
の
私
と
」
論
」（『
芸
術
至
上
主
義
文
芸
』

二
〇
一
四
年
一
一
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】�

無
頼
派
、
新
戯
作
派
、
情
痴
文
学
、
肉
体
文
学
、
実
存

主
義

―
は
ら
・
た
か
し
　
本
学
日
本
文
学
科
准
教
授
―




